



Effectiveness of overnight stays at home as a measure for patient with delirium at acute hospitals
 
























































































































































































大項目 中項目 小 項 目 定 義 点数
多弁 口数が多い、無意味にしゃべる 1
話し方 独語 独り言 1
大声を出す 叫ぶ、怒る 3
行 動 多動 落ち着きのない行動、寝たり起きたりを繰り返す、ベッド柵を下げようとする 3
酸素、点滴、胃チューブ、尿留置カテーテル、創ドレーン類など




















































事例№ 性別 年齢 手術 麻酔の種類 入院日数 病名・術式 家族構成 キーパーソン
１ 女 86 あり 全身麻酔 19 大腸がん・Ｓ状結腸切除術 予定手術 本人と長男夫婦の３人暮らし 長男
２ 男 68 あり 全身麻酔 21 胃がん・幽門側胃切除 Ｂ―Ⅱ 予定手術 本人・妻の２人暮らし 妻




４ 女 84 あり 全身麻酔 14 胃がん・幽門側胃切除 Ｂ―Ⅰ 予定手術 本人・夫・長男の３人暮らし 長男
５ 男 84 あり 全身麻酔 19 胃がん・Ｂ―Ⅱ 予定手術 本人・長男夫婦・孫の６人暮らし 長男
平均±SD 79.6±7.5 16±5.6
６ 女 78 あり 脊椎麻酔 28 肛門周囲膿瘍・排膿切開術 緊急手術 １人暮らし 長女
７ 男 83 なし なし 29 鼠径ヘルニア嵌頓疑い 本人・妻の２人暮らし 妻




９ 男 83 あり 全身麻酔 11 食道がん・食道部分切除術 予定手術 本人と妻の２人暮らし 妻
10 男 77 あり 全身麻酔 14 大腸がん・右半結腸切除術 予定手術 本人・妻の２人暮らし 妻
平均±SD 80.8±3.0 20.6±8.0
表３ 外泊群と在院群におけるせん妄の状況
せん妄発症日 発症期間 せん妄得点最高値 外泊に出かけた日 発症から外泊まで 外泊日数
事例１ 入院２日目 ７日間 20 術後５日目 ４日 ３日
事例２ 入院５日目 ５日間 17 術後４日目 １日 ５日
事例３ 入院２日目 ４日間 21 術後４日目 ３日 ２日
外泊群
事例４ 入院２日目 ８日間 15 術後３日目 ２日 ４日
事例５ 入院２日目 ４日間 18 術後３日目 ２日 ３日
平均±SD 2.6±1.3 5.6±1.8 18.2±2.3 3.8±0.8 2.4±1.1 3.4±1.1
事例６ 入院１日目 14日間 13
事例７ 入院１日目 10日間 14
事例８ 入院１日目 12日間 17
在院群
事例９ 入院２日目 ８日間 12
事例10 入院３日目 11日間 17










































































ベースライン前３日 7.6±10.0 9.2±14.1 6.0±4.7 0.829
前２日 21.8±10.8 19.4±13.5 24.2±8.2 0.917
前１日 28.0±11.1 31.2±15.3 24.8±4.6 0.402
ベースライン当日 27.6±11.2 36.6±7.2 18.6±5.3 0.009
ベースライン後１日 14.6±6.9 13.0±8.7 16.2±5.2 0.401
後２日 10.4±9.5 1.8±3.0 19.0±3.1 0.008
後３日 6.7±5.7 2.4±4.3 11.0±3.0 0.025
後４日 5.8±6.7 0.8±1.7 10.8±6.1 0.007
後５日 1.8±2.4 0±0 3.6±2.3 0.019
後６日 1.2±2.7 0±0 2.4±3.5 0.136
後７日 2.2±4.4 0±0 4.4±5.7 0.053
後８日 0.2±0.6 0±0 0.4±0.8 0.317
介入期ごと
介入前期（介入前） 57.3±23.8 59.6±33.6 55.0±11.5 0.602
介入Ⅰ期（ベースライン当日～後２日） 52.6±10.1 51.4±12.2 53.8±8.7 0.671
介入Ⅱ期（ベースライン後３日～後５日） 14.3±14.1 3.2±6.0 25.4±10.2 0.015
介入Ⅲ期(ベースライン後６日～後８日） 3.6±7.2 0±0 7.2±9.2 0.054
下位項目 総得点 ベースライン前
睡眠 8.8±4.9 10.4±5.5 7.2±4.1 0.525
話し方 5.1±5.3 7.6±6.5 2.6±2.0 0.209
動作 39.0±16.9 46.2±21.3 31.8±7.8 0.249
見当識 24.1±9.8 26.8±12.9 21.4±5.8 0.463
ベースライン後
睡眠 4.8±4.3 1.2±1.0 8.4±2.9 0.008
話し方 1.5±2.3 1.0±1.4 2.0±3.0 0.723
動作 23.0±16.1 10.2±3.4 36.0±12.5 0.009








介入Ⅱ期（ベースライン後３日～後５日） 52.0± 6.0 ＊
N.S
介入Ⅲ期（ベースライン後６日～後８日） 0.0± 0.0
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